
　途中の因幡船岡「いなばふなおか」駅名が、因幡「いなば」駅と簡略されて イタズラ されたら、ど

うなるかも考えた。

その駅は、“ １００ 人乗っても壊れない” 駅に改造されたかも知れなかった？。

続いて隼「はやぶさ」駅もあったが、「寝台特急　はやぶさ」は見えなかった。

安部「あべ」駅もあったが、夜も遅かったので アベック らしき人影は見えなかった。

また、ここは「男はつらいよ」の ロケ 地になった駅であるが「寅さん」は見えなかった。

この駅にも床屋さんが併設してあったが、お客さんは見えなかった。

ここの床屋さんは腕が良く “ 虎刈り ” は考えられないが、「寅さん」は “ 虎刈り ” を恐れていた。

　また、八東「はっとう」駅もあったが、暗いせいか “八東美人 ” も “八方美人” も現れなかった。

“八方美人” がいない理由は、駅名は八東であるが、町は八頭町であったからだ。

丹比「たんぴ」と言う難読駅が、終点手前にあったが決して辺鄙「へんぴ」ではなかった。

終着駅である若桜駅には ２１：２３ と遅く、駅には誰もいなく駅も若さを失っていた。

　直ぐの折り返しの列車で郡家駅に戻った。

郡家駅からは再び因美線に乗り、今日の終着駅は鳥取着 ２２：２１ であった。

今日も中国山地をさ迷いながら、入ったり出たりの “ 質屋通い ” のような列車の旅であった。

瀬戸駅の駅長さんとの会話を思い出しながら駅前の ホテル に宿泊した。

　夢の中で瀬戸駅長さんから貰った名刺には、何と小生の姓に名前が変っており “ 正真正銘 ” の

駅長になった夢を見ていたが、朝には幻しであることが分り正に、“ 夢は逆夢 ” になり ガッカリ した。

そして、“ 夢は夜ひらく ” にもならなかった。

　しかし、日南線にあった内海「うちうみ」駅と目出度く結ばれて、「瀬戸 内海駅」が誕生していた。

無職の青年は、今頃、鳥取砂丘で野宿しているかと思うと若さ「若桜」を感じる。

小生は一流 ホテル ？で老人 ホーム 並みの待遇を受けており、申し訳ないが歳の差を感じた。
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